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1 ．はじめに
　本稿では，英語における複合語の内部構造と複合語に
強勢が付与されるメカニズムについて検討する。英語
の複合語は（1）の例に示すように， 2 つ（以上）の語基，
あるいは自由形態素から構成され，典型的には以下のよ
うな特徴を持つ。
（1）a． blackboard
　　b． darkroom
まず，内心複合語では右端に位置する要素（以下では
「主要部」と呼ぶ）が複合語全体の範疇や意味を決定す
る働きがあると考えられている（いわゆる「主要部右側
の原則」（Williams（1981）））。例えば（1a）では右端の要
素が名詞のboardであるので，blackboardは名詞であり，
また，boardが「板」であるので，blackboardも板の一
種である「黒板」を表す。さらに， 2 つの自由形態素か
ら構成される複合語の多くでは，左端に位置する要素（以
下では「非主要部」と呼ぶ）に主強勢が付与されること
が知られている（Bauer（1983），Quirk et al．（1985），
Cinque（1993），Haspelmath and Sims（2010）など）。
例えば上記の（1a）ではblackに，また，（1b）ではdarkに
主強勢が置かれる。なお，複合語ではなく句に関して
は，（2）の例から明らかなように，主強勢が名詞に置か
れることにも注意されたい（Quirk et al.（1985）など；
Cinque（1993）も参照のこと）。なお，以下では主強勢
が置かれる要素を大文字で表記する。
（2）a． a black BOARD（黒い板）
 cf．a BLACKboard（黒板）
　　b． a dark ROOM（暗い部屋）
 cf．a DARKroom（暗室）
　上記のように，複合語は句とは異なった音韻的性質を
持つが，特に主強勢の位置について，複合語とも句とも
異なったパターンを持つ例が報告されている。具体的に
は，Bauer（1983：108）やHaspelmath and Sims（2010）
は，（3）のような例を挙げ，左端の要素と右端の要素の
双方に強勢が置かれることを指摘している。
（3）a． CHERRY BRANDY
　　b． CHOCOLATE FROG
　　c． MAHOGANY TABLE
　　d． OLIVE OIL
　　e． PLASTIC TOY
　　　　（（3a-e）：Bauer（1983：108））
　　f． GOLD MEDAL
　　g． BACKSTAIRS
　　h． WHITE KNIGHT
　　（（3f-h）：Haspelmath and Sims（2010：192））
上記の例についてHaspelmath and Sims（2010）は複合
語ではなく句としてとらえるべきであると述べている
が，本稿は上記も「複合語」であると考える。具体的に
は，英語では統語構造上，名詞に先行し，それを修飾で
きるのは形容詞や現在分詞，過去分詞に限られるが，（3）
では主要部の名詞に先行する語は形容詞ではなく名詞で
あることから，（3）も複合語の一例と仮定して議論を進
める。
　本稿では上記（3）のような「複合語」について，Cinque 
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（1993）の提案する複合語の構造と主強勢付与のメカニ
ズムを考慮に入れ，その内部構造と主強勢の置かれる位
置について検討する。具体的には，Cinqueは語の構造
（つまり，X’理論におけるX0以下の構造）もX’理論に従
い，語はX0が「最大投射」であり，複合語の非主要部は
主要部との意味的な関係により，「補部」に生起する場
合と「指定部」に生起する場合とがあり，非主要部の構
造的な位置の違いが強勢の置かれる位置の違いと関係が
あると主張している。本稿でもこのような構造を維持し
つつも，（3）における非主要部は「指定部」位置に生起
するのではなく，「最大投射」であるX0に付加し，分節
（segment）の一部に包含（include）されている構造を
持つと示唆する。
　本稿の構成は以下のとおりである。第 2 節でCinque 
（1993）の提案の中でも特に本稿にも関係する複合語の
構造と強勢付与に関する提案について概観する。第 3 節
ではCinqueの提案を考慮に入れ，（3）の「複合語」が持
つ内部構造と強勢型について検討する。第 4 節は本稿の
まとめである。
2 ．複合語の構造と強勢付与
　本節では，Cinque（1993）の提案の中でも本稿と関
わりの深い，複合語の構造と強勢付与のメカニズムにつ
いて考察する。なお，Cinqueは 3 語以上から構成され
る複合語の例も扱っているが，本稿では議論の都合上，
2 語から形成される複合語を中心に考察していく。
　はじめに，英語の複合語の強勢型について見てみよう。
前節で外観し，以下に（4）として再掲する（1）の例から
明らかなように，英語では多くの場合，複合語の主強勢
は非主要部に置かれる。
（4）a． BLACKboard
　　b． DARKroom
　しかし，主強勢が主要部に置かれる複合語が存在する
ことも知られている。（5）を見てみよう。
（5）a． kitchen TABLE
　　b． town HALL
　　c． woman DOCTOR
　　d． police INVESTIGATION
（Cinque（1993：280）を改変）
例えば（5a）では非主要部のkitchenではなく主要部の
tableに主強勢が付与されている。
　このように，英語の複合語は非主要部に主強勢を持つ
ものと，主要部に主強勢を持つものがあるが，それでは
どのような条件のもとで非主要部に強勢が置かれ，どの
ような条件のもとで主要部に強勢が付与されるのであろ
うか。Selkirk（1984）やCinque（1993）などによれば，
非主要部が主要部に対して項としての役割を果たす場合
には前者に主強勢が付与され，それが修飾語句（あるい
は付加詞）として機能している場合には，主要部に主
強勢が付与される。例えば，（6a）のfrost bittenはfrostが
bittenの項であると解釈されるために（bitten by frost）
それに強勢が付与される。また，lily whiteの例でlilyは
修飾語句（as white as a lily）として解釈されるために
それには強勢が付与されず，むしろ，whiteに主強勢が
置かれることになる。
（6）a． FROST bitten
 DISEASE prone
 BLOOD thirsty
 GERM resistant
　　b． lily WHITE
 waist HIGH
 dirt CHEAP
 crystal CLEAR
（Selkirk（1984），Cinque（1993）を改変）
　そして上記の事実を踏まえCinque（1993）は，これら
の複合語の強勢型はその構造から予測が可能であると主
張している。具体的には，複合語もX’理論に則った構
造を持ち，統語構造上のX0レベル，つまり語は，主要
部であるX－2の「最大投射」であり，「主要部」と「補部」
が併合されることで「中間投射」であるX－1が形成され，
「中間投射」と「指定部」が併合することで「最大投射」
であるX0が形成される。つまり，複合語は（7）に図示す
る構造を持つ。
（7）
　この提案に従うと例えばkitchen towel rackには（8）の
構造が与えられる。
（8）
X－2
X－1
YP ZP
（specifier） （complement）
（Cinque（1993：282））
X0
N－2N0N0
N－1N－1
N－2N－2
N－1
kitchen towel rack
（Cinque（1993：282））
N0
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　Cinqueはこのような構造に加え，複合語における強
勢付与については，以下の原則が適用されると主張して
いる。
（9）a． 補部には主要部や指定部よりも優先的に強勢が
付与される。
　　b． 補部が存在しない場合には，指定部よりも主要
部に優先的に強勢が付与される。
例えば（kitchen）towel rackは（10a）の構造を持ち，（9a）
の原則に従い「補部」のtowelに強勢が付与される。また，
kitchen rackには（10b）の構造が与えられ，主要部が「補
部」を選択していないために（9b）の原則に従い「主要
部」のrackに強勢が付与される。
（10）a．
 b．
　上記のようにCinque（1993）は複合語の構造と強勢
の付与を検討し，両者には関係性があることを議論して
いるが，Cinqueの提案を採用すると，本稿の第 1 節で
指摘し，以下に（11）として再掲する「複合語」において
強勢が複数の構成要素に付与されるという事実を捉える
ことができない。
（11）a． CHERRY BRANDY
 b． CHOCOLATE FROG
 c． MAHOGANY TABLE
 d． OLIVE OIL
 e． PLASTIC TOY
（（11a-e）：Bauer（1983：108））
 f． GOLD MEDAL
 g． BACKSTAIRS
 h． WHITE KNIGHT
（（11f-h）：Haspelmath and Sims（2010：192））
（=（3））
つまり，Cinqueの提案に従えば，複合語では「補部」
または「主要部」のどちらか一方に強勢が置かれるのが
一般的であり，上記のように，複合語を構成する複数の
要素に強勢を付与することはできないはずである。次の
第 3 節ではCinqueの提案を修正し，上記の複合語の内
部構造と強勢付与について詳しく検討する。
3 ．分　　析
　前節ではCinque（1993）の提案する複合語の構造と
強勢付与のメカニズムについて取り上げ，複合語の構造
もX’理論に従うこと，「主要部」に対する「補部」の位
置に要素（非主要部）が生起した場合にはそれに主強勢
が付与されること，そして，「指定部」の位置に非主要
部が生起した場合には主要部に強勢が与えられることを
見た。しかし，以下に（12）として再掲する（3）のような
「複合語」にCinqueの提案を適用すると，前節の最後で
指摘したように，どのような構造を想定しても主要部ま
たは非主要部のどちらか一方に主強勢が付与されること
になり，どちらの要素にも強勢が置かれる事実を説明す
ることができない。
（12）a． CHERRY BRANDY
 b． CHOCOLATE FROG
 c． MAHOGANY TABLE
 d． OLIVE OIL
 e． PLASTIC TOY
（（12a-e）：Bauer（1983：108））
 f． GOLD MEDAL
 g． BACKSTAIRS
 h． WHITE KNIGHT
（（12f-h）：Haspelmath and Sims（2010：192））
（=（3））
このような背景を踏まえ，本節では（12）の構造について
検討を行い，その上で「複合語」の構造から上記の強勢
付与に関する事実が導き出せることを示唆する。
　はじめに（12）にあげる「複合語」の構造を検討しよ
う。上記「複合語」の構造を検討するにあたっては，こ
れらの「複合語」において非主要部が主要部とどのよ
うな意味的関係にあるのかを考察する必要がある。ま
ず，（12a）-（12f）については，Bauer（1983：108）も指
摘するように，非主要部が主要部に対して「原料」の意
味関係にあると考えられる。例えば，（12c）は「マホガ
ニーを使って作られたテーブル」であり，また，（12d）
も「オリーブから採取された油」と言い換えることがで
きる。さらに（12g）は文字通りには「裏階段」という意
味であり（ただし，実際には，「秘密の」などのような，
各々の構成要素の意味からは予測されない非合成的な意
味を持つ），この事実を考慮に入れると非主要部は「場
所」の意味を表していると考えられる。加えて，（12h）
におけるwhiteの持つ意味役割は不明であるが，少なく
ともknightに対する補部とは解釈されないものと思われ
る。以上から，（12）の例において非主要部は主要部の名
詞に対してなんらかの意味を付け加える「付加詞」とし
て機能しているように思われる。
　上述したように，（12）の例で非主要部は付加詞とし
て機能していると考えられることから，Cinque（1993）
N－1
N－2
（kitchen） TOWEL rack
N0
N－1
N－2
kitchen φ RACK
N0
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の提案する構造ではこれらは「指定部」の位置にある
と考えられる。しかし，前節で概観したように，「指
定部」に非主要部が生起する複合語では，強勢は主要
部に付与されるはずである。つまり，Cinqueの提案す
る構造では（12）で非主要部と主要部がともに主強勢を
持つという事実を捉えきれない。以上から，本稿では，
Cinque（1993）の提案を修正し，このような「複合語」
では（13a）に従った構造を持っていると示唆する。なお，
（13b）は（13a）の提案を図示したものである。
（13）a．  英語の「複合語」は，非主要部がX0に付加し
た構造を持つ。
 b．
この構造に従えば，例えば（12c）には（14）の構造が与え
られる。なお，（14）で「φ」はその位置には要素が生起
していないことを表す。
（14）
そして，上記の構造でもっとも深く埋め込まれている要
素，つまり，もっとも多くの節点に支配されている要素
に主強勢が付与されると仮定してみよう。なお，「ある
要素がある節点に支配される」のは，その要素がある節
点のすべての分節要素（segment）よりも構造上，下位
にある場合であると考える。この仮定に従うと，table
はＮ1－2を除くと，N1－1，Ｎ10という 2 つの節点に支配
されていると言える。また，mahoganyはＮ2－2を除く
と，Ｎ2－1とＮ20の 2 つの節点に支配されていると言え
る。mahoganyは，Ｎ10に付加しているため，Ｎ10のす
べての分節よりも下位になく，したがって，mahogany
はＮ10には支配されていないことにも注意されたい（た
だし，mahoganyはＮ10に包含（include）はされている）。
以上から，tableもmahoganyも 2 つの節点に支配されて
いることになり，どちらにも同等の強勢が付与される。
　上記の提案は「語レベルの要素」に付加構造を認める
ことが特徴的であるが，句の構造にも付加構造が想定さ
れてきたこと（Chomsky（1986）など），また，Cinque
（1993）の主張するように複合語もX’理論に沿う内部構
造を持つことを踏まえれば，このような想定もそれほど
奇異なものではない。むしろ，このように想定すること
で，句レベルの構造と語レベルの構造を並行的に捉える
ことができるという利点があると思われる。
　さらに，上記のような複合語もX’理論に準じた構造
を持つという想定から，（15a）に挙げるone置き換えに
ついても説明できるように思われる。
（15） a．  My aunt has one gold watch and three silver 
ones （i.e. three silver watches）．
 b． *My aunt knows one goldsmith and three 
silver ones （i.e. three silversmiths）
（Haspelmath and Sims （2010：194））
上記の例で興味深いのは，（15a）の「複合語」の主要部
watchがoneで置換できるのに対して，一般的な複合語
の例であるsilversmithは主要部をoneで置換できないと
いう事実である。この事実から，（15a）のgold watchは
複合語ではなく，句が並列されたものであり， 2 つめ
の要素（つまり，句）がoneで置換された結果であると
も考えられるが，本稿では，第 1 節でも述べたように名
詞に前置される要素は通常，形容詞や動詞の分詞であ
ることから，これらの例も「複合語」と考える。そして，
（15a）のsilver onesは「複合語」内部の主要部と「補部」
から構成される「中間投射」，つまり，N－1がoneで置換
された結果であると考える。（16）の構造を見られたい。
（16）
これはちょうど，以下の例でＮ’がoneによって置換され
ているのと並行的である。
X－1
X－2
X0
Z0（指定部）
W0（補部）
X0
Y0
（主要部）
N2－1
N2－2
N1－1
N1－2
N10
N10N20
mahogany table
φ（補部）φ（補部）
φ（指定部）φ（指定部）
N1－1
N1－2
N10
N10N20
one
silver
φ（補部）
φ（指定部）
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（17）a．  Mark is a dedicated teacher of language, but 
Paul is an indifferent one.（Aarts（2013：
219））
 b．
よく知られているように，句の場合には中間投射がone
により置換されうる（Aarts（2013）など）。これと同
様に，（15a）に挙げる「複合語」においても「中間投射」
であるX－1がoneにより置換されうると考えることがで
きる。
　第 3 節での議論を終える前に残された課題について指
摘したい。これまで議論してきたように，本稿では複合
語の非主要部が「付加詞」として機能している場合には，
それは複合語の「指定部」のみならずX0に付加できる
と仮定し，複合語の強勢型についても複合語の構造から
導き出せることを議論してきた。しかし，そもそも，付
加詞がどのような意味（例えば，場所，時間）を持つ場
合に「指定部」に生起し，どのような機能を持つ場合に
X0に付加する構造となるのかについての検討が不十分
である。さらに，構造上の「深さ」が強勢付与に関係し
ているという分析では，複合語の非主要部が「指定部」
に位置する場合には「主要部」よりも深く埋め込まれて
いることになり，その結果，主要部ではなく「指定部」
に強勢が付与されるという誤った予測をする。例えば，
（18a）には（18b）の構造が付与されるが，ここでkitchen
はＮ2－2を除くと，Ｎ2－1とＮ20，そしてＮ10の 3 つの節
点に支配されている。また，rackに関しては，Ｎ1－2を除
くと，Ｎ1－1とＮ10の 2 つの節点に支配されている。以
上の節点の数の違いから，kitchenがrackと比較して構
造上，より深く埋め込まれていることになり，前者に主
強勢が付与されると予測がされるが，これは事実とは異
なっている。
（18） a. kitchen RACK
 b.
このような問題点については今後の検討課題としたい。
4 ．ま と め
　本稿では英語の複合語の構造と強勢が付与されるメカ
ニズムについて検討した。特に， 2 語から構成される英
語の複合語の中でも非主要部と主要部の双方に強勢が付
与される例を取り上げ，Cinque（1993）の分析を援用し，
複合語も句と同様にX’理論に従った構造を形成するこ
と，また，非主要部は「最大投射」であるX0に付加し
ていること，そして，X0に付加している非主要部と主
要部は構造上，同等の深さであると考えられ，それによ
り，強勢が非主要部のみならず主要部にも置かれること
を示唆した。また，最後に残された課題を提示した。
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